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１．はじめに 

これまで取り組んできた算数授業では，児童

の考えをつないでいく中で課題解決を目指す

課題解決型授業を行ってきた。そのために，児

童同士の話し合いを大切に授業展開してきた。

しかし，「答えは分かるのだけれど，どのよう

に説明したらよいか分からない。」「友達の言っ

ていることは，何となく理解できるが，もう一

度自分で説明することはできない。」という児

童の姿が見られることがあった。 

また，「課題に対して児童が自分の考えを述

べ合い，既習事項をもとに新たな課題を解決し

ていくことができるようになった。」「学習内容

が分かった，自分たちで課題を解くことができ

た。」と，教師も児童も実感できる授業ができ

ても，同じような問題を一人で解くと解決でき

ない，単元テストの結果があまり良くない，次

の単元や学年での学習で，以前学習したような

気がするがあまり良く覚えていない，という児

童の姿も見られた。 

これは，児童の学習内容に対する理解が正確

なものではなく，ぼんやりした理解にとどまっ

ていて，学びの成果が定着していないことが要

因であると考えた。 

次期学習指導要領では，児童につけるべき力

として，「学びに向かう力・人間性の涵養」「知

識・技能の習得」「思考力・判断力・表現力等

の育成」が挙げられている。つまり，児童が正

確な知識・技能を習得し，その力を活用して新

たな課題を解決していく力を身につけ，生涯を

通じて「自ら学び続ける力」を育むことが求め

られていると考える。 

今までの算数授業の課題を解決し，児童に

「自ら学び続ける力」を育んでいくためには，

児童が学習内容を正確に理解し，学びの成果を

確実に定着させていくための授業改善が必要

だと考え，今年度の研究に取り組んでいくこと

にした。 

 

２．研究の目的 

児童に学習内容の正確な理解と確実な定着

を図るために，児童が学び方を身につけること

と，学ぶ充実感を感じることが大切になると考

えた。学び方とは， 

①学習のねらいを理解し，自分が何をするべき

かが分かる。 

②課題解決のために必要な情報を取捨選択し，

整理することができる。 

③ねらいに沿って，自分で課題解決していくこ

とができる。 

④課題解決から得た新しい知識を自分の言葉

で説明したり，その後に活用したりすること

ができる。 

であると考えた。上記の①から④の学びのサイ

クルを児童に定着させる。そうすることで学習

内容の定着が児童に見られるようになる。さら

に，学習成果が積み重なったことを教師が良い

評価として児童にフィードバックすることや

学びを日常生活の中で生かしていけることを

繰り返し実感させることによって，児童が学ぶ

充実感を感じることができるようになると考

えた。 

 そして，学び方を身につけることと学ぶ充実

感を感じることがお互いに相乗効果を生むこ

とで，児童が自ら学び続けることができると考

え，１時間ごとの授業改善と家庭学習での「ふ

り返りノート」の取組を行った。そのことが児

童の学習内容の正確な理解と確実な定着に有

効であるかどうかを検証していくことを研究

の目的とした。 



３．研究の方法 

(1)実習校と実習方法 

実習校：山梨県内の公立小学校 

 実習期間：2017 年 5 月～12 月(週 1 回) 

 対象：4 年生児童 25 人 

(2)授業改善の取組 

 児童が学習内容を正確に理解し，その成果を

確実に定着できるような授業を目指して，「授

業のまとめ」を充実させる授業改善の手立てを

考察していった。 

(3)児童のノート記述の分析 

１時間の算数授業で児童が記述した「今日の

学習で大切なこと」の記述と家庭学習での「ふ

り返りノート」の算数授業の記述を考察し，授

業改善に生かせるようにした。 

 

４．研究の内容 

(1)授業改善の取組 

「授業のまとめ」を充実させるためには，「導

入とまとめの一貫性」をより確実にしていくこ

とが一番大切になると考えた。「導入とまとめ

の一貫性」とは，授業の最初や途中で提示した

学習課題が，授業の最後で解決できているとい

うことである。「学習のまとめ」から出発する

授業構成を以下のように考えた。 

①授業後にその成果を確認するために，教師が

期待する「学習のまとめ」をあらかじめ具体

的な言葉で表現しておく 

 1 時間の授業が終わった時，児童がどんなこ

とを理解しているか，どのようなことができて

いるかという具体的な姿をもち，授業計画を立

てるときに，文章化しておいた。 

②児童の実態（レディネス等）を十分配慮した  

教材提示を行う 

正確な児童理解から，児童が期待する姿に到

達するために最適な教材の選定をした。正確な

児童理解とは，今の時点で児童が事前に知識や

技能の理解を，どのように，どの程度身につい

てきているのかということを個人，集団の両方

から把握するということである。 

③本時のねらいやめあてを児童と教師のやり

取りの中から深め，児童全員で共有する 

 教師が事前に本時のねらいはもっているが，

児童がこの課題を解決したいと思えるように

問題や教材提示の工夫を行った。特に，既習事

項との違いや児童のつまずき，ミスコンセプシ

ョン(誤認識)を提示することにより，児童が自

分たちで解決していきたいと思えるようにや

り取りを行った。 

 学習の課題やねらいは，必ず板書し，児童の

ノートに記述させ，何ができるようになれば良

いのか，何を考えていくのか学級全体で共有で

きるようにした。 

④つまずきを確実に解消するために，児童の思

考がスモールステップで深められるように

する 

 本学級の児童は，新しい学習を習得するのに

時間が必要な児童が多い。そのため，学習内容

の理解や定着には，スモールステップを踏んで

学習することが必要であると考えた。ある児童

の考えをもう一度問い返すようにしたり，細か

い段階を踏んで考えていけるような発問を行

ったり，児童の発言やつぶやきを取り上げたり

するようにした。 

⑤授業の最後に「学習のまとめ」を行う時間を

確保し，「今日の学習で大切なこと」として

児童自身の言葉でまとめる 

 「学習のまとめ」を確実に行い，「今日の学

習で大切なこと」として，児童自身が学習内容

を振り返ることができる時間をとった。「学習

感想」ではなく，「今日の学習で大切なこと」

と限定することにより，「楽しかった。」「よく

分かった。」というような情意面の感想のみに

ならないようにした。初めの段階は，キーワー

ドのみでもよいことを児童に話し，少しずつ文

章で表すことができるようにさせた。また，必

要な用語は，意味を含めて正確に教えた。算数

で使う用語の意味や定義を正しく理解し，定着

していくことは，学習のまとめを自分の言葉で

行うために重要であり，必要なことである。合



わせて，4 年生にとって難しい言葉や表現しに

くいものは，学級で共有できる言葉に置き換え，

児童が使いやすいようにした。 

学習内容やその時間に大切だと思ったこと

を自分の言葉で表現することで，自分の考えを

整理でき，学習内容の正確な理解を促進し，確

実な定着につながっていくと考えた。 

以上に加え，１時間の授業の板書を記録，保

存し，分析することによって，授業改善に生か

すようにした。 

(2)児童のノート記述の分析 

 授業の終わりに児童が書いた「今日の学習で

大切なこと」の記述内容と教師があらかじめ記

述しておいた「学習のまとめ」がどの程度一致

しているのかを確認し，評価した。 

家庭学習では，児童がその日に学習したこと

を「ふり返りノート」にまとめていった。児童

が１日の授業を振り返り，学習内容や学習で分

かったこと，感じたこと，考えたこと，まだ分

からないことなどを書いていった。その記述内

容の変化が児童の学習内容の定着に効果があ

るかどうかの考察を行った。 

「今日の学習で大切なこと」や「ふり返りノ

ート」の記述に，教師がコメントをすることに

よって，児童の記述内容が授業のねらいに迫っ

たものに近づいていくように指導していった。

このことで，児童は，学習の成果を確実に実感

できるようにし，教師は，授業の良かった点，

悪かった点の振り返りを行い，授業改善に役立

てるようにした。 

 

５．結果と考察 

(1)授業改善の実践を通して 

①１学期の授業実践 

「わり算のしかたを考えよう」の 12 時間目

の授業の様子から，成果と課題を分析する。  

本授業のねらいは，「商の百の位(最上位)が

空位になるわり算の筆算の仕方を理解する」で

ある。11 時間目までに，２位数÷１位数，３位

数÷１位数の筆算の計算の仕方を学習してき

た。商はすべてわられる数の一番上の位に立つ

計算である。本授業から商の立つ位置を考えな

がら計算しなければならなくなる。児童には，

今までの計算より，思考力が必要になってくる

学習である。教師があらかじめ期待していた

「学習のまとめ」は，「わられる数の百の位の

数字よりわる数が大きい時は，十の位から商を

立てる」とした。 

本授業では，最初に文章問題の提示を行い，

筆算に取り組ませた。すると，今まで学習して

きたやり方との違いに気づき，戸惑っている児

童がいた。そこで，図 1 の吹き出し中にあるよ

うに，「2 の中に 4 が１つも入らない。」という

困り感を出させ，既習事項の筆算との違いを明

確にさせることで，「わられる数の百の位がわ

る数より小さい筆算」の仕方を考えるという課

題を確認，共有することができた。    

このように，学習のねらいは，授業の初めだ

けではなく，授業の途中で提示することも多か

った。授業のねらいについては，常に日付の横

に板書すると児童と確認しておくことで，学習

内容の共有に役立った。さらに，児童の困り感

から本時の課題を確認していくことにより，児

童が本時に何を解決しなければならないかと

いうことをより明確に理解することができた。

そして，どのようにすれば解決できるのかとい

うねらいに沿った話し合い活動を展開するこ

とができた。その後に行った「商が十の位から

立つ筆算はどれか。」という問題の自力解決に

おいても，解答の理由を文章化することができ

た児童が多かった。さらに，適用問題に取り組

図１ １学期の授業実践前半場面の板書 



む様子を見ても，多くの児童が，百の位が空位

になる筆算の仕方を理解したと考えられた。 

しかし，授業後の各児童の「今日の学習で大

切なこと」の記述を見てみると，あらかじめ教

師が期待していた「学習のまとめ」と一致して

いた児童は，24％にとどまっていた。説明不足

や曖昧な説明の児童は 40％，感想やその他の

記述をしている児童が 32％であった。また，

その後の家庭学習や計算練習の結果を見ると，

いろいろな型の筆算が混ざってしまうと計算

ができなくなってしまう児童や時間がたって

しまうと計算方法を忘れてしまう児童が多か

った。 

その原因の一つとして考えられたのが，学級

全体で行う学習のまとめの不十分さであった。

図 2 の授業の後半部分の板書を見ると分かる

ように，授業中の児童の発言や解答の理由から，

本時のねらいにつながりそうな児童の言葉に

赤で下線は引いたが，ねらいに対する学級全体

のまとめを板書せずに終了してしまった。そこ

で，その後の授業では，「学習のまとめ」の充

実を図るべく，学習内容を振り返り，課題解決

の方法や学習したことを学級全体で確認，板書

するようにした。 

②授業研究 

日常的な授業改善の取組をさらに充実させ

るためと今までの研究の検証を含めて，「広さ

を調べよう」(全 11 時間)の３時間目「長方形

の面積を求める公式を導き出す」学習において

授業研究を行った。 

本時に教師があらかじめ期待していた「学習

のまとめ」は，「縦と横の長さが分かれば，長

方形の面積を求めることができる」「公式を使

えば，面積を誰でもいつでも正確に求めること

ができる」とした。 

ア 授業中の児童の姿 

教科書では，縦 4 ㎝横 6 ㎝の長方形の面積

を求める課題であったが，本授業では，官製は

がきの面積を求める課題に変更をした。変更し

た理由は以下の３点である。 

○はがきは，ある程度の広さがあり，面積を計

算で求める必要性を児童が感じられる。 

○はがきの大きさが，縦 15 ㎝横 10 ㎝と計算

しやすい数値である。 

○はがきが児童の身近にあるものであり，実

生活に算数を生かせる有用感を得ることが

できる。 

教材をはがきに変更したことにより，児童か

ら，「1 ㎠の数を数えていくのは面倒くさい。」

という感想を引き出すことができ，本時の課題

「はがきの面積をもっと早く簡単に正確に求

めよう」につなげていくことができた。また，

縦と横に並んだ 1 ㎠の数をかけ算するという

考えが出された後で，児童から「はがきにはま

す(1 ㎠)がないし，ますを書くのは大変。」と

いう言葉が聞かれ，「辺の長さをかけることで

面積が求められる。」という考えにつながって

いったのも，実生活で使っているものを教材に

使用した成果であると考える。 

さらに計算しやすい数値であったため，計算

間違いをする児童もなく，「縦と横の長さが分

かれば面積を求めることができる。」という学

習のねらいから外れることなく，比較検討を行

うことができた。 

児童の思考の助けになるように，白紙のはが

き，１㎠で区切ったはがき，縦と横の長さの分

だけ１㎠が並んだものという 3 つの具体物を

用意した。 

白紙のはがきと 1 ㎠で区切ったはがきを重

ねて拡大提示したことにより，多くの児童が

「かけ算で考えることができる。」という解決

の見通しをもつことができた。自力解決では，

図２ １学期の授業実践後半場面の板書 



縦と横の 1 ㎠の数

をかけ算した児童

が 24 人中 17 人，

縦と横の長さをか

けると考えた児童

が 6 人，誤答が 1

人であった。縦と

横に並んだ 1 ㎠の

数と，縦と横の辺

の長さが同じであ

ることを正確に理解させるために，辺の長さを

かけるという考えが出された時点で，「面積な

のになぜ長さを使うの？」という問い返しをし

た。児童からは，「1㎠は，(1辺が)1㎝だから。」

という発言があり，図を使うことによって，縦

と横に並んだ 1 ㎠の数は，辺の長さと等しくな

ることを視覚的に捉えることができた。4 ㎝×

6 ㎝の長方形の面積を求める適用問題でも，ほ

とんどの児童が正しい答えを求めることがで

きていたので，児童が長方形の面積の求め方を

正確に理解できたと捉えた。 

さらに，「公式」という言葉の意味を「公式

は，誰でもどん

な時でも正し

い答えが出せ

る式。」と伝え

た。「長方形の

公式は，縦の長

さ×横の長さ

である。」と学

習のまとめを行った時，児童から，「長方形も

求められるんだったら，正方形の面積を求める

公式も同じだよね。」という発言が出された。

また，ある児童は，「じゃあ，三角形や平行四

辺形だって，面積を求める公式があるのではな

いか。」とつぶやいていて，長方形から，他の

図形の面積を求める公式があるのではないか

という思考の広がりが見られた。 

適用問題において，答えを 24 ㎝としていた

児童がいたことで，面積を辺の長さで求めるこ

とに対して，理解が難しいことを再確認するこ

とができた。今までの学習において，式に使っ

た数字の単位が答えになる時に変化すること

はなかったのだから，児童から見ると，答えの

単位に戸惑ってしまうのは，当たり前のことで

ある。だからこそ，教師が児童の思考の流れを

どのように向けていくのか，発問の内容や教材

の提示の仕方など，より丁寧に考えていく必要

がある。本授業であれば，1 ㎠の 1 辺の長さが

1 ㎝であることを，図を使ってもう少し丁寧に

考えさせること，教材の工夫によって，縦の辺

の長さが横の辺の長さの分だけ広がっていく

ことで面積が出来上がる様子を提示していく

ようにすると，より分かりやすかったのではな

いかと考えた。 

イ 児童の学習のまとめ・ノート記述 

児童の「今日の学習で大切なこと」と教師が

あらかじめ期待していた「学習のまとめ」との

一致率は 67％で，説明不足や曖昧な表現は

25％，感想やその他の記述は 8％であった。児

童の具体的な記述は，「正方形，長方形の面積

を調べる時

は，まず縦と

横の長さを

はかって，そ

れをかける」

「正確に答

えを調べる

ならば，縦と

横の長さが分かればできる」「1 ㎠は 1 ㎝×1 ㎝

だ」「公式は，誰でもどんな時も正しい答えが

出せる式ということが分かった」などというも

のがあった。1 学期の実践より，教師があらか

じめ期待していた「学習のまとめ」と一致する

児童が増えてきたのは，授業改善の成果である

と捉えた。学習課題を全体で共有し，まとめを

確実に行うことによって，その時間に学習した

ことは何かということが児童の中により強く

残るようになり，学習の振り返りを自分の言葉

で表現できるようになってきていると考えた。 

図４ 児童のノート記述 

図５ 学習のまとめをする児童 

図３ 自力解決する児童 



授業中の児童の発言や学習の振り返りの記

述から，長方形の面積から他の図形の面積を求

める公式もあるのではないかという思考の広

がりが見られたこと，「ノートの面積も求めら

れそうだな。黒板や教室の面積を求めてみた

い。」という意欲を多くの児童がもつことがで

きたことは，大きな成果であると考えた。1 時

間の学習で身につけた知識を，自分たちの身近

にあるものの面積を求めることで活用してみ

たいという意欲や他の図形への思考の広がり

が見られたということは，児童が学ぶ充実感を

得られたことを示していると考える。  

授業研究後の「大きなものの面積を求めよう」

の学習で，黒板や教室の面積を求める学習を行

った。黒板や教室の縦や横の長さは，3ｍのよ

うなきりの良い数字ではなく，8ｍ27cm×6ｍ

90cm などと計算が複雑になってしまったが，

児童たちは，嫌がることなく，楽しそうに計算

していた。また，㎠と㎡の単位変換にも，意欲

的に取り組んでいた。児童の「自ら学び続ける

力」を感じた姿であった。 

ウ 算数アンケートの変化 

授業研究の 1 か月前と 1 か月半後に，図 6

の「面積に関する算数アンケート」を行った。           

各アンケート結果を表１と表２に表す。 

質問２の「『広さ』とはどういうものか。」と

いう質問に

対して，授

業研究前は，

「広さ」を

「空間」や

「幅」，「長

さ」と捉え

ている児童

もいたが，

授業研究後

のアンケー

トでは多く

の児童が，

授業で扱っ

た「面積」「二次元の広がりをもつもの」とし

ての「広さ」と捉えることができていた。児童

図６ 算数アンケート 

表１ 算数アンケートの結果(授業前) 

表２ 算数アンケートの結果（授業後） 



の説明も，「線で囲まれた中の大きさ」「面積」

「決められた範囲のこと」などとあり，自分の

言葉で正確に表現できるようになった児童が

増えたことが明らかになった。このことから，

授業前に比べ，「広さ」の概念が，正確な知識

として多くの児童に定着してきていることが

分かった。 

明らかに授業の成果として考えられるのは，

質問４，５の回答である。授業前のアンケート

では，正確な正答をしている児童は１人もいな

かった。ほとんどの児童が辺の長さで面積の大

きさを判断していた。しかし，授業後のアンケ

ートでは，25人中 23人の児童が正答している。

答えの根拠も，長方形の面積を求める公式を使

って，「長方形の縦と横の長さをかけると同じ

答えになったから，どちらも同じ広さ」と分か

りやすく説明することができていた。 

 授業後のアンケートから，授業で身につけた

正確な知識が，ある程度時間が経過していても

児童に定着できていると考えた。 

 (2)授業改善とノート記述の充実との関連 

「今日の学習で大切なこと」を授業の最後に

取り組むようになってしばらくすると，児童の

中から，「今日の学習で大切なこと書くよね？」

という言葉や，「今日の学習で大切なことは…。」

というつぶやきが聞かれるようになってきた。

授業の最後には，学習のまとめをするという習

慣が児童に身についたと思える発言であると

捉えた。また，学習のまとめを行う時には，板

書や自分のノートを振り返って記述している

児童も多く見られるようになってきた。 

 「今日の学習で大切なこと」の記述だけでは

なく，児童の授業ノートの充実も見られるよう

になってきた。多くの児童が丁寧に分かりやす

くまとめられるようになってきている。授業が

学習のねらいからまとめへと構造化されたこ

とにより，児童のノート整理にも役立っている

と考えた。図７にあるように，自分や友達の考

えをノートに記述しておくこと以外にも，授業

中に児童自身が感じたことや気づいたことを

吹き出しの中に入れて記述しておいたり，大切

なことを自分なりにまとめたりする児童も増

えてきている。ノート記述が整理され，きれい

に丁寧に書けるようになったことで児童の思

考も整理されるようになってきていると捉え

ている。 

また，「ふり返りノート」においても，学習

内容を詳しく記述できる，学習のポイントを的

確に記述できる，自分が気づいたことの記述が

できる児童が多くなってきた。家庭学習で，授

業で学習したこ

とを詳しく記述

するためには，授

業中に話をよく

聴き，よく考えて

いないとできな

いことである。

「ふり返りノー

ト」を書くから，

授業内容をよく覚えておこうと意識する児童

も増えてきた。児童の授業に向かう姿勢が変化

してきたことも大きな成果である。 

やはり，「ふり返りノート」の記述が充実し

ている児童は，知識や技能の定着も確実になっ

ている。それは，テスト結果や偏差値の変化か

らも明らかとなっている。 

「ふり返りノート」には，図９にあるように

自分が課題に対してどのような考えをもつこ

とができ，友達の考えはどんなものがあったの

かということや，図 10 のように，どうしてそ

図８ 児童の「ふり返りノート」① 

図７ 児童の授業ノート 



の考えを導き出

したのか，そこか

ら生まれた疑問

等，児童の思考の

動きや流れが分

かる記述も多か

った。 

そのため，次

の授業をどのよ

うに組み立て，

どこを改善して

いったら，より

児童の理解を正

確にしていくこ

とができるのか

という授業改善

につながること

も多かった。 

当たり前のことではあるが，心に強く残った

ことや体験したことが多い授業の時の児童の

「ふり返りノート」の記述内容は，新たな気づ

きや疑問，思考の広がりが見られるなど，充実

していることが多い。反対に，授業内容が充実

していなかったときやつまらない授業だった

ときの記述は，「覚えていません。」や「○○を

やった。△△だった。」のようになっている。

このことからも，1 時間ごとの授業の充実が児

童の学習の理解や定着に大きく影響している

ことを再確認することができた。 

  

６．おわりに 

 「導入とまとめの一貫性」をより確実にした

授業改善と，児童自身の「学習のまとめ」や「ふ

り返りノート」の取組により，児童が学んだこ

とを自分の言葉で表現できるようになってき

た。その中で，児童が学び方を獲得し，学ぶ充

実感を得ることができるようになってきてい

る。その結果，学習内容の正確な理解と確実な

定着が多くの児童に見られるようになってき

ている。 

 しかし，課題として残されたこともある。本

研究では，学級に所属するすべての児童が学習

の正確な理解と確実な定着を手に入れたわけ

ではない。まだまだ学習の正確な理解に到達で

きない児童も残された。 

学級の児童を見ると学ぶ充実感を得ている

児童と，そうでない児童の二極化が見られる。

学級全体としては，学習に前向きに取り組む児

童が多く，新しい学習や難しい学習に取り組ん

でいこうという良い雰囲気が見られる。そのた

め，学習の理解がゆっくりな児童や苦手として

いる児童の学習意欲もそがれず，学習を進める

ことができている。このような学級状態にある

うちに，より多くの児童が学ぶ充実感を得られ

るよう，引き続き研究を深めていきたい。 
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図９ 児童の「ふり返りノート」② 

図 10 児童の「ふり返りノート」③  


